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教
育
現
場
で
は
、
ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
、
つ
ま
り

「
指
導
法
」
に
つ
い
て
の
議
論
が
盛
ん
で
す
。
最
近
、
私

が
あ
る
先
生
か
ら
聞
い
た
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

「
言
語
活
動
ば
か
り
注
目
す
る
の
は
、
も
う
終
わ
り
に
し

ま
せ
ん
か
」
と
。
こ
れ
ま
で
の
授
業
は
、
教
師
が
主
語

と
な
り
、
ど
う
教
え
る
か
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
本
当
に
大
切
な
の
は
、
そ
の
教
え
方
に
よ
っ

て
児
童
・
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
学
び
を
受
け
取
る
か
、

そ
し
て
そ
れ
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
教
師
が
ど
う
伝
え
た
か
だ
け
で
な
く
、
児
童
・

生
徒
が
ど
う
受
け
取
っ
た
か
、
学
ぼ
う
と
し
た
か
、
さ

ら
に
は
、
そ
の
後
児
童
・
生
徒
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
を
見
取
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
つ
ま
り
教
え
る
側
だ

け
で
な
く
、
学
ぶ
側
を
主
語
に
し
た
視
点
、T

e
a
c
h
i
n
g

か
らL

e
a
r
n
i
n
g

に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
児
童
・
生
徒
に
学
び
を
委
ね
る
場

面
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
る
先
生
が
実
践
し
た

授
業
の
話
で
す
。
た
ま
た
ま
10
分
間
が
余
り
、
そ
の
先

生
は
生
徒
た
ち
に
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使
わ

せ
て
自
由
に
聞
き
取
り
を
さ
せ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
と

き
に
生
徒
た
ち
が
今
ま
で
に
な
い
聞
き
方
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
線
を
引
い
た
後
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
、

英
単
語
を
書
く
、
自
分
に
近
づ
け
る
学
び
を
す
る
な
ど
、

教
師
が
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
学
び
方
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。
学
び
の
様
子
を
見
取
る
こ
と
の
意
義

を
改
め
て
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　

教
材
作
り
に
「Learning

」
の
視
点
は
ど
う
活
か
せ

る
で
し
ょ
う
か
。
以
下
の
工
夫
を
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
、

活
動
を
通
し
て
児
童
・
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
学
び
方
を

す
る
か
を
予
想
し
、
別
冊
に
学
び
方
と
支
援
の
仕
方
の

例
を
示
す
こ
と
で
、
先
生
が
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
支

援
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
既
習
事
項
を
使
っ
て

行
う
活
動
と
そ
の
評
価
の
観
点
を
示
し
、
学
び
を
中
期

的
に
見
取
る
方
法
を
提
示
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

T
e
a
c
h
i
n
g

か
らL

e
a
r
n
i
n
g

へ
、
こ
の
視
点
を
取
り

入
れ
、
授
業
と
教
材
に
新
た
な
可
能
性
を
見
出
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
今
こ
そ
、
見
直
す
よ
い
機
会
で
す
。

第
37
期
学
校
教
材
調
査
会
英
語
科
専
門
委
員

東
京
家
政
大
学
人
文
学
部
教
授太

田
　
洋

①教材活用シリーズ　ミライにつながる生活ノート（Ｐ．６～７）
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日
本
教
材
学
会
（
澤
崎
眞
彦
会
長
）
で
は
、
10
月
５
、
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、
北
海
道
・
旭
川
市
の
「
北

海
道
教
育
大
学
旭
川
校
」
に
て
第
36
回
研
究
発
表
大
会
を
開
催
し
、
会
員
を
中
心
に
、
研
究
者
、
教
師
、
教
材
出
版

社
、
販
売
店
、
学
生
等
が
参
加
し
た
。
大
会
１
日
目
は
自
由
研
究
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
２
日
目
は
、
自
由
研
究

発
表
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
合
わ
せ
て
、
１
日
目
に
は
理
事
会
、
２
日
目
に
は
総
会
を
開
い
た
。

学
第
36
回
研
究
発
表
大
会
、
総
会　

開
催

コ
ロ
ナ
後
初
の
対
面
で
実
施

テ
ー
マ
「
生
成
Ａ
Ｉ
と
教
材
」
と
題
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ロ
ッ
ト
校　

札
幌
市
立
中
央
小
学
校
）

「
授
業
実
践
へ
の
活
用
の
視
点
か
ら
」

◎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
自
由
研
究
発
表

　

自
由
研
究
発
表
は
34
本
行
わ
れ
た
。
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
以
下
の
3
本
で
あ
っ
た
。

▼
石
川
勝
彦
氏
（
鳴
門
教
育
大
学
）
、
百
瀬
光
一
氏
（
山

梨
学
院
大
学
）
、
下
崎
聖
氏
（
同
）

「
社
会
直
観
主
義
道
徳
理
論
に
基
づ
く
新
し
い
道
徳
教

育
指
導
法
の
開
発
～
「
モ
ノ
へ
の
罪
悪
感
」
を
手
が
か

り
に
し
た
人
間
理
解
の
深
化
を
目
指
し
て
～
」

▼
藤
井
大
亮
氏
（
東
海
大
学
）
、
朝
倉
徹
氏
（
同
）
、
前

田
善
仁
氏
（
同
）
、
増
田
有
紀
氏
（
埼
玉
大
学
）
、
細
矢

智
寛
氏
（
女
子
美
術
大
学
短
期
大
学
部
）
、
木
野
正
一

郞
氏
（
Ｉ
Ｐ
Ｕ
・
環
太
平
洋
大
学
）

「
教
材
と
教
科
教
育
の
研
究
―
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

功
罪
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
教
材
・
授
業
の
改
善
に
つ

い
て
―
」

▼
遠
藤
清
将
氏
（
宝
仙
学
園
中
学
・
高
等
学
校
）
、
内

山
正
登
氏
（
慶
応
義
塾
女
子
高
等
学
校
）

◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

テ
ー
マ
「
生
成
Ａ
Ｉ
と
教
材
」

　

テ
ー
マ
「
生
成
Ａ
Ｉ
と
教
材
」

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
渡
壁
誠
氏
（
北
海
道
教
育
大
学

旭
川
校
）
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
前
半
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
後
半
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
次

の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

テ
ー
マ
：
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
授
業
設
計

　

テ
ー
マ
：
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
授
業
設
計

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
半
は
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ケ
ル
ト

ン
Ａ
Ｉ
（
略
称
：
Ｌ
Ｓ
Ａ
Ｉ
）
やC

h
a
t
G
P
T

を
活
用
し

て
指
導
の
手
順
や
展
開
方
法
を
検
討
す
る
活
動
を
体

験
し
た
。
講
師
は
、
北
畠
謙
太
郎
氏
（
株
式
会
社
メ
デ
ィ

ア
フ
ァ
イ
ブ
）
、
山
本
利
一
氏
（
埼
玉
大
学
教
育
学
部
）

で
あ
っ
た
。

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

テ
ー
マ
：
生
成
Ａ
Ｉ
と
教
材

　

テ
ー
マ
：
生
成
Ａ
Ｉ
と
教
材

▼
朝
倉
徹
氏
（
東
海
大
学
）

「
教
材
学
的
な
視
点
か
ら
」

▼
中
里
彰
吾
氏
（
文
部
科
学
省
指
定
生
成
Ａ
Ｉ
パ
イ
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「
教
科
等
横
断
的
な
学
習
に
お
け
る
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
を
テ
ー

マ
と
し
た
教
材
の
開
発
―
国
語
科
と
理
科
の
教
科
等

横
断
に
お
け
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
醸
成
―
」

　

ま
た
、
理
事
会
・
総
会
で
は
、
決
算
・
事
業
報
告
な

ど
が
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

10
月
17
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
編
集
部
長
会
で
は
、
第
１
回
部
長
会
を
「
協

会
会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
正
副
幹
事
長
の
選
任
を

行
い
、
幹
事
長
に
正
進
社
・
北
村
有
司
小
学
編
集
部
課

長
、
副
幹
事
長
に
日
本
標
準
・
矢
田
恵
理
子
企
画
編
集

部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
選
任
し
た
。

　

そ

の

ほ

か
、

教
著
協
と
の
協

議
、
共
同
許
諾

申
請
、
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｓ
へ
の

対
応
、
来
年
実

施
す
る
学
校
教

材
調
査
会
事
業

の
準
備
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
に
お
け
る

教
材
の
在
り
方
、

文
科
省
へ
の
働

き
か
け
、
教
材

の
複
製
や
公
衆
送
信
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対

応
、
広
報
活
動
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
、
ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対
策
等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と
検

討
を
行
っ
た
。

10
月
17
日

日
著
作
権
勉
強
会
を
開
催

　

教
材
作
成
に
関
す
る
著
作
権
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

事
例
を
も
と
に
検
討
す
る
著
作
権
勉
強
会
を
、
前
田
哲

男
顧
問
弁
護
士
を
招
い
て
編
集
部
長
会
を
中
心
に
開

催
し
た
。

　

新
し
く
施
行
さ
れ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
を
中
心

に
、
各
社
か
ら
提
供
の
あ
っ
た
具
体
的
な
事
例
を
題
材

に
し
て
注
意
点
な
ど
の
共
通
理
解
を
図
っ
た
ほ
か
、
生

成
Ａ
Ｉ
と
著
作
権
に
関
す
る
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

10
月
21
日

日
小
学
校
営
業
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
営
業
部
長
会
で
は
、
２
０
２
４
年
度
第
１
回

部
長
会
を
「
協
会
会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

当
日
は
、
は
じ
め
に
正
副
幹
事
長
の
選
任
を
行
い
、

幹
事
長
に
正
進
社
・
田
代
和
彦
営
業
部
次
長
、
副
幹

事
長
に
日
本
標

準
・
森
田
祐
樹

営
業
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
選
任

し
た
。

　

そ
の
後
、
各

協
会
総
会
の
報

告
や
ブ
ロ
ッ
ク

小
学
部
会
長
と

の
協
議
会
で
の

検
討
事
項
、
災

害
時
の
滅
失
教

材
の
対
応
に
関

す
る
内
規
案
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

小学校営業部長会

小学校編集部長会
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10
月
25
日

日･

全
中
学
校
営
業
部
長
会
と
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
中

学
部
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

　

中
学
校
営
業
部
長
会
（
幹
事
長
・
辻
田
吉
平
秀
学

社
営
業
統
括
部
長
）
と
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
部
会
（
藤

井
悟
部
会
長
）
で
は
意
見
交
換
会
を
大
阪
市
「
た
か
つ

ガ
ー
デ
ン
」
で
開
い
た
。

　

当
日
は
、
中
学
校
加
盟
出
版
社
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

中
学
校
会
員
販

売
店
、
全
図
協

事
務
局
な
ど
か

ら
計
28
名
が
参

加
し
、
出
版
社

と
販
売
店
毎
に

グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
事
前
に

提
示
し
て
い
た

テ
ー
マ
に
基
づ

き
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

10
月
26
日

全
群
馬
県
協
会

　

第
45
回
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

　

群
馬
県
協
会
（
狩
野
正
樹
会
長
）
で
は
、
群
馬
県
伊

勢
崎
市
「
華
蔵
寺
公
園
総
合
運
動
場
」
で
恒
例
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
た
。

　

会
員
販
売
店
及
び
出
版
社
か
ら
総
勢
約
90
名
が
参

加
し
、
地
区
別
の
４
チ
ー
ム
と
出
版
社
の
２
チ
ー
ム
の

計
６
チ
ー
ム
で
優
勝
を
競
い
合
っ
た
。

　

ま
た
、
例
年
通
り
（
財
）
群
馬
県
教
育
振
興
会
へ
の

賛
助
金
の
贈
呈
も
行
わ
れ
た
。

10
月
26
日

全
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
講
演
会
を
開
催

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
向
畑
勇
一
代
表
）
で
は
、
講
演
会

を
彦
根
市
「
滋
賀
縣
護
國
神
社
参
集
所
」
で
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
販
売
店
、
加
盟
出

版
社
、
全
図
協
事
務
局
よ
り
約
20
名
が
参
加
し
、
全
図

協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
に
よ
る
「
変
化
す
る
教
育
行

政
と
こ
れ
か
ら
の
学
校
直
販
の
在
り
方
」
と
題
す
る
講

演
会
を
聞
い
た
。
参
加
者
は
、
教
育
行
政
の
現
状
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
教
材
の
学
校
採
択
の
た
め
に
も
自

治
体
へ
の
働
き
か
け
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
。

11
月
１
日

全
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

　

第
１
回
「
つ
な
が
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

　

北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
狩
野
正
樹
代
表
）
で
は
、
第
１

回
「
つ
な
が
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
高
崎
市
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群

馬
」
で
開
催
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
製
販
合
同
で
定
期

的
に
開
催
す
る
研
修
企
画
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
、
今
回
は
そ
の
一
回
目
と
な
る
。

　

当
日
は
、
北

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

の
会
員
販
売
店
、

加

盟

出

版

社
、

全
図
協
事
務
局

よ
り
約
80
名
が

参
加
し
、
「
教
材

士
研
修
制
度
講

座
６
よ
り
『
デ

ジ
タ
ル
教
材
の

扱
い
と
そ
の
教

育
的
効
果
』
に

業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学

中学校営業部長会と近畿ブロック中学部会との
意見交換会

北関東ブロック研修会
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６
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２
０
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業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学

つ
い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
図
協
・
渡
部
竜
士

専
務
理
事
に
よ
る
基
調
講
演
と
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
い
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

「
今
後
の
学
校
・
行
政
と
の
関
わ
り
方 

明
日
か
ら
の
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
熱
い
討
議
が

行
わ
れ
た
。

11
月
２
日

全
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
勉
強
会
、
「
新
ネ
ク
ス
ト
ス
タ

デ
ィ
」
第
１
回
を
開
催

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
井
寛
代
表
）
で
は
、
勉
強
会
を

よ
る
「
自
主
基
準
と
教
材
士

～
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
規

範
や
考
え
方
と
は
～
」
、
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
・
高
野
哲
久
小
学

部
会
長
に
よ
る
「
我
々
が
提

案
す
る
【
個
別
最
適
な
学
び
】

と
【
協
働
的
な
学
び
】
、
そ
し

て
学
校
経
営
と
は
？
」
と
題
し

た
講
演
会
と
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

九州ブロック 新ネクストスタディ

宮
崎
市
「
ア
ー
ト
ホ
テ
ル 

宮
崎
ス
カ

イ
タ
ワ
ー
」
で
開
催
し
た
。

　

今
回
の
勉
強
会
か
ら
「
新
ネ
ク
ス

ト
ス
タ
デ
ィ
」
と
し
て
企
画
し
、
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
販
売
店
82
名
、
他

ブ
ロ
ッ
ク
会
員
販
売
店
13
名
、
加
盟

出
版
社
10
社
よ
り
21
名
、
全
図
協
事

務
局
１
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
「
紡
ぎ
創
ろ
う 

ミ
ラ
イ

の
直
販
と
協
会
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

全
図
協
・
宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
に

　今年度も会員販売店と加盟出版社を対象とした

体系的な研修制度『教材士研修制度・基礎コース

講座』（オンデマンド形式）を実施しています（今

年度の受講期間：2025 年３月末まで）。

　　10 月にはＩＣＴ関係の講座において、最新情報10 月にはＩＣＴ関係の講座において、最新情報

を盛り込んだ動画をアップしています。を盛り込んだ動画をアップしています。

　申し込み受付中ですので、社内研修等の一環と

して是非ご活用ください。申し込みは協会ホーム

ページ（会員ページ）からお願いします。

教材士研修制度

基礎コース講座

今年度も今年度も
実施中！実施中！

全販システムの先行改修
　全図協では新学期に向けてシステム改修を進め

ており、一部先行して行っています。

〔システム改修先行実施〕

○学校グループ数の追加

○売上明細での入金登録期間の指定機能の追加

○請求データに紐づいた領収書発行機能の追加

○注文情報修正時の画面反映の仕様変更（リロー

ド不要で画面上に反映）

　そのほかのシステム改修は、利用販売店からの

ご意見ご要望をふまえながら、順次進めていく予

定です。

講座内容講座内容

講座１ 学校で扱う教材とその根拠法令講座１ 学校で扱う教材とその根拠法令

講座２ 学校の授業と教材の関係講座２ 学校の授業と教材の関係

講座３ 指導の成果の測定（評価）と教材の関係講座３ 指導の成果の測定（評価）と教材の関係

講座４ 教科書の編集と検定・採択のしくみ講座４ 教科書の編集と検定・採択のしくみ

講座５ 発達段階と学習指導要領の関係講座５ 発達段階と学習指導要領の関係

講座６ 講座６ 教育のＩＣＴ化に関する基礎知識教育のＩＣＴ化に関する基礎知識

講座７ 教材に関する教育公務員の服務違反とは講座７ 教材に関する教育公務員の服務違反とは

講座８ 学校直販や協会、業界について講座８ 学校直販や協会、業界について

講座９ 講座９ 学校直販におけるコンプライアンスについて学校直販におけるコンプライアンスについて

お 知 ら せ

更新更新



6

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
11
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
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『
ミ
ラ
イ
パ
レ
ッ
ト
』
（
以
下
：
ミ
ラ
パ
レ
）
は
、

２
０
２
４
年
度
発
刊
の
中
学
校
用
の
生
活
ノ
ー
ト
で

す
。
浜
島
書
店
の
生
活
ノ
ー
ト
と
し
て
は
２
０
２
１

年
度
発
刊
の
『
ミ
ラ
イ
パ
ス
ポ
ー
ト
（
Ａ
５
サ
イ
ズ
）
』

が
あ
り
ま
す
が
、
ミ
ラ
パ
レ
は
そ
の
姉
妹
本
に
な
り
ま

す
。
ミ
ラ
パ
レ
は
『
ミ
ラ
イ
パ
ス
ポ
ー
ト
』
よ
り
も
大

き
な
判
型
（
Ｂ
５
サ
イ
ズ
）
に
な
り
、
よ
り
使
い
や
す

い
工
夫
を
盛
り
込
ん
だ
生
活
ノ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
先
生
方
か
ら
ご
採
用
理
由
と
し
て
一
番
多
く

お
聞
き
し
た
の
は
「
生
徒
が
取
り
組
み
や
す
そ
う
だ
か

ら
」
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
現
場
か
ら
ご
支
持
を
い
た
だ
い
て
い
る

ミ
ラ
イ
に
つ
な
が
る
生
活
ノ
ー
ト

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 174 回

「
使
い
や
す
さ
」「
取
り
組
み
や
す
さ
」
の
ポ
イ
ン
ト
を

中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

１
．
使
い
や
す
い
！ 
が
つ
ま
っ
た
こ
だ
わ
り
の
誌
面

　

生
活
ノ
ー
ト
は
生
徒
が
毎
日
開
い
て
使
用
す
る
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
使
い
や
す
さ
に
つ
い
て
は
姉
妹

本
『
ミ
ラ
イ
パ
ス
ポ
ー
ト
』
と
同
様
に
、
徹
底
的
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。

　

毎
日
開
く
通
常
ペ
ー
ジ
【
図
１
】
は
、
記
入
ス
ペ
ー

ス
だ
け
を
白
く
残
し
、
記
入
す
る
べ
き
場
所
が
は
っ
き

り
と
わ
か
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
ミ
ラ
パ
レ

㈱浜島書店

中学校用生活ノート

『ミライパレット』

は
全
体
を
通
し
て
、
最
小
限
の
説
明
で
直
感
的
に
使
え

る
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
ペ
ー
ジ
の
大
部
分
を
占
め
る
時
間
割
に
も
工

夫
を
施
し
て
い
ま
す
。
資
料
集
や
ワ
ー
ク
な
ど
必
要
な

持
ち
物
に
〇
を
つ
け
て
記
録
す
る
工
夫
は
多
く
の
生

活
ノ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
工
夫
で
す
が
、
ミ
ラ
パ
レ
は
さ

ら
に
特
別
な
持
ち
物
が
必
要
な
い
日
に
○
を
つ
け
る

「
い
つ
も
の
」
と
い
う
項
目
を
設
け
ま
し
た
。
ご
使
用

中
の
先
生
か
ら
も
「
生
徒
の
実
態
に
合
っ
て
い
る
」
と

ご
好
評
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ー
ジ
右
下
に
「
先
生
に
聞
い
て
ほ
し
い

こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
欄
を
設
け
ま
し
た

【
図
２
】
。
こ
れ
は
生
徒
の
心
の
変
化
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見

㈱浜島書店

編集部　生活ノート担当

▲ 【図１】 通常ページ

　　直感的な使いやすさにこだわってデザインした。
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０
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６
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り
書
け
る
六
行
の
コ
メ
ン

ト
欄
で
、
最
下
行
は
広
く

な
っ
て
い
て
、
先
生
の
コ

メ
ン
ト
を
書
き
込
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

毎
日
書
く
と
な
る
と
生

徒
は
話
題
を
探
す
の
に
も

苦
労
す
る
も
の
で
す
。
ミ

ラ
パ
レ
で
は
、
無
理
な
く

続
け
ら
れ
る
記
述
量
に
設

定
す
る
と
同
時
に
、
つ
ぶ
や
き
記
入
の
参
考
に
な
る

「
今
週
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
」
を
用
意
し
ま
し
た
。
ご
使

用
中
の
先
生
か
ら
は
「
生
徒
は
上
手
に
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

の
話
題
を
選
ん
で
書
い
て
い
る
」
「
話
題
に
困
っ
た
ら

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
参
考
に
し
て
い
る
様
子
で
す
」
と
の

お
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

逃
さ
な
い
た
め

の

工

夫

で

す
。

言
葉
で
書
く
こ

と
に
ハ
ー
ド
ル

を
感
じ
る
生
徒

で

あ

っ

て

も
、

チ
ェ
ッ
ク
す
る

だ
け
で
先
生
へ

の
相
談
を
申
告

で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
こ
れ
な
ら
書
け
る
！ 

無
理
な
く
で
き
る
！

　

現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
生
徒
自
身
が
課
題
を

設
定
し
て
取
り
組
み
、
そ
れ
を
ふ
り
返
る
活
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ラ
パ
レ
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
取
り
入
れ
、
「
目
標
→
ふ
り
返
り
」
の
習
慣
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
通
常
ペ
ー
ジ
に
「
や
る
こ
と
＆

が
ん
ば
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を
設
け
ま
し
た
【
図
３
・
４
】
。

　

ま
ず
、
週
の
は
じ
め
に
「
が
ん
ば
る
こ
と
」
と
し
て

目
標
を
設
定
し
ま
す
。
目
標
の
設
定
が
難
し
い
生
徒

は
、
「
が
ん
ば
る
こ
と
」
で
は
な
く
「
や
る
こ
と
」
を

記
入
し
て
備
忘
録
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
週
の

終
わ
り
に
は
各
目
標
に
つ
い
て
ふ
り
返
り
を
行
う
の

で
す
が
、「
〇
を
つ
け
る
だ
け
」
「
選
ぶ
だ
け
」
の
よ
う

に
徹
底
し
て
負
担
感
を
減
ら
し
、
一
年
生
で
あ
っ
て
も

「
こ
れ
な
ら
や
れ
そ
う
！
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
構
成
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
時
間
割
の
下
の
「
つ
ぶ
や
き
」
欄
は
、
生

徒
が
日
々
感
じ
た
こ
と
を
書
い
た
り
生
徒
と
先
生
の

交
流
に
使
っ
た
り
す
る
部
分
で
す
【
図
５
】
。
し
っ
か

３
．
結
び
に
か
え
て

　

生
活
ノ
ー
ト
の
主
な
機
能
は
毎
日
の
記
録
・
備
忘
録

で
す
。
し
か
し
ミ
ラ
パ
レ
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
社
会
生
活
で
必
要
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

取
り
込
み
、
生
徒
の
ミ
ラ
イ
に
つ
な
が
る
未
来
志
向
の

生
活
ノ
ー
ト
と
し
て
設
計
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
仕

組
み
と
取
り
組
み
や
す
さ
の
両
立
に
こ
だ
わ
る
と
と

も
に
、
「
毎
日
開
く
中
学
生
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い

も
の
を
」
と
常
に
意
識
し
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
こ

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
浜
島
書
店
の
生
活
ノ
ー
ト
シ
リ
ー

ズ
を
通
底
す
る
考
え
で
す
。
書
名
や
デ
ザ
イ
ン
、
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
な
ど
か
ら
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
編

集
担
当
と
し
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

　

本
書
が
充
実
し
た
中
学
校
生
活
の
助
け
と
な
り
、
そ

の
名
の
通
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
実
現
し
た
い
ミ
ラ

イ
を
描
き
出
す
パ
レ
ッ
ト
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

▲ 【図２】 聞いてほしいことチェック欄

　　相談したい気持ちを伝えるハードルを

　　下げている。

▲ 【図３】 週のはじめ （左側）

　　生徒が自由に目標を設定することもできる。

▲ 【図４】 週末チェック （右側）

　　三段階の手軽な形式で、負担感なくふり返りを行うことができる。

▲ 【図５】 つぶやき欄

　　一番下の広いスペースに先生のコメントを

　　記入できる。
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２
０
２
４
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和
６
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11
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○
再
販
制
度
維
持
の
調
査
研
究

○
再
販
制
度
維
持
の
調
査
研
究

○
日
図
協
と
の
連
携
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
及
び
Ｉ

○
日
図
協
と
の
連
携
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
及
び
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究

　

文
科
省
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
「
学
習
e
ポ
ー
タ
ル

に
関
す
る
専
門
家
会
議
」
に
森
達
也
理
事
が
委
員
と
し

て
出
席
し
、
会
議
に
お
い
て
教
材
業
界
へ
の
理
解
を
広

げ
る
と
と
も
に
、
事
務
局
を
通
じ
て
協
議
内
容
を
役
員

に
報
告
し
た
。

○
教
材
等
著
作
権
保
護
委
員
会
と
の
共
同
に
よ
る
図

○
教
材
等
著
作
権
保
護
委
員
会
と
の
共
同
に
よ
る
図

書
教
材
等
の
著
作
権
保
護
に
関
す
る
啓
発
宣
伝

書
教
材
等
の
著
作
権
保
護
に
関
す
る
啓
発
宣
伝

　

教
材
等
著
作
権
保
護
委
員
会
と
共
同
で
深
刻
な
被

害
を
生
じ
て
い
る
図
書
教
材
等
の
複
写
複
製
利
用
の

阻
止
対
策
を
実
施
し
た
。

○
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対
策

○
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対
策

○
業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
推
進

○
業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
推
進

○
文
部
科
学
省
「
土
曜
学
習
応
援
団
」
へ
の
協
力

○
文
部
科
学
省
「
土
曜
学
習
応
援
団
」
へ
の
協
力

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
の
連
携

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
の
連
携

・
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
（
日
Ｐ
）
の
全
国
大
会
（
広

島
大
会
）
や
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
全
図
協
ブ
ー
ス
を

出
展
し
た
。

・
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
「
第
14

回
全
国
大
会
」
に
渡
部
竜
士
専
務
理
事
と
依
田
誠
理

事
が
出
席
し
た
。

・
日
Ｐ
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
「
創
立
75
周
年
記
念
式

典
」
に
来
賓
と
し
て
細
谷
美
明
会
長
と
渡
部
専
務
理

事
が
出
席
し
た
。

Ⅲ
．
図
書
教
材
業
界
の
発
展
の
た
め
の
研
究
と
啓

Ⅲ
．
図
書
教
材
業
界
の
発
展
の
た
め
の
研
究
と
啓

　

発
宣
伝
事
業

　

発
宣
伝
事
業

○
図
書
教
材
と
業
界
の
価
値
、
役
割
の
啓
発
宣
伝

○
図
書
教
材
と
業
界
の
価
値
、
役
割
の
啓
発
宣
伝

　

図
書
教
材
の
価
値
、
役
割
と
学
校
直
販
業
界
の
社
会

的
重
要
性
を
広
く
啓
発
宣
伝
し
た
。

○
都
道
府
県
協
会
の
会
員
名
簿
の
各
教
委
へ
の
送
付

○
都
道
府
県
協
会
の
会
員
名
簿
の
各
教
委
へ
の
送
付

２
０
２
３
年
度 

事
業
報
告
概
要

Ⅰ
．
小
・
中
学
校
教
育
等
の
振
興
へ
の
寄
与
事
業

Ⅰ
．
小
・
中
学
校
教
育
等
の
振
興
へ
の
寄
与
事
業

○
教
師
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の

○
教
師
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
開
催

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
が
企
画
す
る
教
師
等
を
対
象
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
運
営
の
協
力
を

行
っ
た
。
今
年
度
の
企
画
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
「
教
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
大
阪
」

・
鹿
児
島
県
協
会
「
小
学
校
教
材
展
示
会
」

○
教
員
養
成
機
関
等
へ
の
支
援

○
教
員
養
成
機
関
等
へ
の
支
援

Ⅱ
．
図
書
教
材
等
の
適
切
な
普
及
と
供
給
に
関
す

Ⅱ
．
図
書
教
材
等
の
適
切
な
普
及
と
供
給
に
関
す

る
調
査
研
究
事
業

る
調
査
研
究
事
業

○
学
校
直
販
業
界
の
任
務
、
役
割
の
確
認

○
学
校
直
販
業
界
の
任
務
、
役
割
の
確
認

○
会
員
並
び
に
社
員
・
従
業
員
の
知
識
及
び
質
的
向
上

○
会
員
並
び
に
社
員
・
従
業
員
の
知
識
及
び
質
的
向
上

の
た
め
の
研
究
と
研
修

の
た
め
の
研
究
と
研
修

　

会
員
販
売
店
向
け
の
研
修
会
や
講
演
会
等
の
開
催

協
力
を
行
っ
た
。

○
市
場
拡
大
策
の
研
究
と
実
施

○
市
場
拡
大
策
の
研
究
と
実
施

　

学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
及
び
公
平
採
択
促
進
の

各
種
運
動
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
啓
発
活

動
を
継
続
し
て
実
施
し
た
。

○
全
国
を
対
象
と
し
た
災
害
復
興
支
援
の
実
施

○
全
国
を
対
象
と
し
た
災
害
復
興
支
援
の
実
施

　

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
状

況
調
査
と
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
、
能
登
半
島
地
震
対

策
委
員
会
を
設
置
し
、
支
援
活
動
を
検
討
、
実
施
し
た
。

・
滅
失
教
材
の
無
償
提
供

・
販
売
店
と
出
版
社
か
ら
の
見
舞
金
の
送
付
（
販
売

店
、
出
版
社
か
ら
１
０
０
万
円
の
計
２
０
０
万
円
）

・
「
全
国
災
害
復
興
支
援
制
度
」
の
認
定
（
石
川
県
を

対
象
に
１
月
１
日
ま
で
遡
っ
て
、
12
月
31
日
ま
で
）

○
小
規
模
校
、
少
人
数
学
級
対
策
等
の
研
究

○
小
規
模
校
、
少
人
数
学
級
対
策
等
の
研
究

２
０
２
４
年
度 

事
業
計
画
（
主
な
事
業
の
具
体
案
）

１
．
会
員
並
び
に
従
業
員
の
知
識
及
び
質
的
向
上

１
．
会
員
並
び
に
従
業
員
の
知
識
及
び
質
的
向
上

の
た
め
の
研
究
と
研
修

の
た
め
の
研
究
と
研
修

◇
会
員
並
び
に
従
業
員
の
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活

用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
す
る
研
修
会
等
を
企

画
・
実
施
す
る
。

◇
会
員
並
び
に
従
業
員
の
た
め
の
体
系
的
な
研
修
制

度
と
し
て
、
日
本
教
材
学
会
と
の
合
同
委
員
会
を
中

心
に
「
教
材
士
研
修
制
度
・
基
礎
コ
ー
ス
講
座
」
を

運
用
し
て
い
く
。

◇
協
会
・
業
界
の
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
層
の
人
材
育
成

を
支
援
す
る
た
め
の
専
門
機
関
を
幹
事
会
の
下
に
設

置
し
、
人
材
育
成
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
次
の
よ
う

Ⅳ
．
事
業
推
進
の
た
め
の
組
織
強
化
活
動

Ⅳ
．
事
業
推
進
の
た
め
の
組
織
強
化
活
動

○
都
道
府
県
協
会
組
織
の
強
化

○
都
道
府
県
協
会
組
織
の
強
化

　

都
道
府
県
協
会
と
出
版
社
の
双
方
協
力
の
も
と
、
相

互
連
携
の
強
化
を
図
り
、
各
協
会
の
円
滑
な
運
営
、
各

種
研
修
会
の
実
施
、
協
会
育
成
強
化
費
（
拠
出
金
）
の

実
施
、
功
績
者
の
顕
彰
、
そ
の
他
各
協
会
の
事
業
・
活

動
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
た
め
の
諸
施
策
等

を
行
っ
た
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
と
小
・
中
学
部
会
の
充
実

○
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
と
小
・
中
学
部
会
の
充
実

　

ブ
ロ
ッ
ク
助
成
金
や
研
修
会
等
助
成
金
を
有
効
に

活
用
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
や
研
修
会
を
開
催
し
た
。

○
各
都
道
府
県
協
会
、
各
会
員
販
売
店
間
の
情
報
交
換

○
各
都
道
府
県
協
会
、
各
会
員
販
売
店
間
の
情
報
交
換

の
促
進

の
促
進

○
各
都
道
府
県
協
会
会
員
販
売
店
及
び
従
業
者
の
福

○
各
都
道
府
県
協
会
会
員
販
売
店
及
び
従
業
者
の
福

利
厚
生
の
向
上

利
厚
生
の
向
上

（
主
な
も
の
の
み
）

～ 2023 年度事業報告概要・2024 年度主な具体的事業計画～



9

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
11
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
11
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

な
取
り
組
み
を
行
う
。

・
各
ブ
ロ
ッ
ク
や
都
道
府
県
協
会
単
位
で
の
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
主
体
の
組
織
設
置
の
支
援
及
び
既
存
若
手

組
織
と
の
連
携

・
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
研
修
会
の
企
画

・
全
国
規
模
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
意
見
交
換
の
場
）
の
設
置
、
提
供

２
．
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応
し
て
協
会
と
し
て

２
．
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応
し
て
協
会
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
の
整
理
と
対
策

取
り
組
む
べ
き
課
題
の
整
理
と
対
策

◇
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
日
図
協
と
連

携
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
の
取
り
組
み
や
市
場
の
動

向
の
情
報
収
集
と
そ
の
共
有
、
及
び
広
報
活
動
を
は

じ
め
協
会
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
整
理
と
対

策
を
進
め
る
。

３
．
学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
活
動

３
．
学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
活
動

◇
日
図
協
と
連
携
し
な
が
ら
、
学
校
用
教
材
の
現
状
と

課
題
を
整
理
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
国
・
自
治
体
・

関
係
団
体
等
に
対
し
て
、
教
材
費
予
算
拡
充
を
含
め

た
学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
働
き
か
け
を

進
め
る
。

４
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
の
連
携

４
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
の
連
携

◇
日
Ｐ
や
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

の
周
年
行
事
等
に
出
席
し
、
連
携
を
深
め
る
。

◇
日
Ｐ
の
全
国
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
で
都
道
府

県
協
会
や
会
員
販
売
店
、
教
材
に
関
す
る
宣
伝
活
動

を
進
め
る
。

５
．
会
員
販
売
店
向
け
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
「
全

５
．
会
員
販
売
店
向
け
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
「
全

販
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
、
改
善
と
、
加
入
促
進

販
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
、
改
善
と
、
加
入
促
進

◇
「
全
販
シ
ス
テ
ム
」
の
加
入
促
進
と
し
て
希
望
販
売

店
の
説
明
会
や
働
き
か
け
を
行
う
。
販
売
店
の
業
務

の
効
率
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
「
全
販
シ
ス

テ
ム
」
の
機
能
追
加
等
の
改
修
を
進
め
る
。

６
．
学
校
用
教
材
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
経
由

６
．
学
校
用
教
材
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
経
由

し
た
転
売
行
為
へ
の
対
策

し
た
転
売
行
為
へ
の
対
策

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
運
営
企
業
と
共
同
し
て
対
策
を
進

め
て
い
く
。

◇
見
本
本
を
通
じ
た
啓
発
の
研
究
や
、
見
本
本
の
管

理
・
回
収
の
徹
底
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
。

７
．
教
師
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン

７
．
教
師
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
へ
の
支
援

ト
の
開
催
へ
の
支
援

◇
各
ブ
ロ
ッ
ク
や
協
会
が
主
催
す
る
教
師
向
け
の
セ

ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
申
請
に
応
じ
て
助
成
金
支
給
規
程
に
則
り
助
成

す
る
。

８
．
日
本
教
材
学
会
と
の
連
携
と
、
活
動
へ
の
積

８
．
日
本
教
材
学
会
と
の
連
携
と
、
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加

極
的
な
参
加

◇
日
本
教
材
学
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
教
材

の
質
と
業
界
の
地
位
の
向
上
、
及
び
会
員
並
び
に
従

業
員
の
知
識
及
び
質
的
向
上
を
図
る
。

９
．
小
・
中
学
業
界
の
諸
課
題
の
協
議
を
ふ
ま
え

９
．
小
・
中
学
業
界
の
諸
課
題
の
協
議
を
ふ
ま
え

た
各
種
取
り
組
み
の
推
進

た
各
種
取
り
組
み
の
推
進

◇
ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
と
出
版
社
営
業
部

長
と
の
協
議
会
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
推
進
し
て

い
く
。

【
小
・
中
学
共
通
の
協
議
事
項
】

【
小
・
中
学
共
通
の
協
議
事
項
】

○
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
各
自
治

体
の
取
り
組
み
や
市
場
の
動
向
の
情
報
収
集
と
そ

の
共
有
及
び
こ
れ
か
ら
の
小
・
中
学
業
界
の
あ
り
方

の
研
究
、
協
議
。

〇
自
治
体
等
に
よ
る
教
師
用
書
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
情
報
共
有
。

○
物
流
事
情
理
解
の
た
め
の
学
校
や
会
員
へ
の
周
知

徹
底
。

※
詳
し
い
事
業
報
告
・
計
画
、
決
算
・
予
算
に
つ

い
て
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s
:/

/
n

it.

o
r.jp

/

）
の
「
会
員
の
方
へ
」
（
パ
ス
ワ
ー
ド

k
a
g
u

ra
6

）
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
長
会
議
】

【
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
長
会
議
】

〇
小
規
模
校
対
策

・
各
地
の
取
り
組
み
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

販
売
店
側
で
主
体
的
に
取
り
組
め
る
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

○
見
本
の
簡
素
化

・
２
０
２
４
年
度
の
新
学
期
見
本
に
お
い
て
各
出
版
社

で
行
っ
た
対
応
を
ふ
ま
え
て
引
き
続
き
出
版
社
側
で

研
究
し
て
い
く
。

【
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
部
会
長
会
議
】

【
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
部
会
長
会
議
】

○
「
子
ど
も
た
ち
の
み
ら
い
の
学
び
を
支
え
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
略
称
：
み
ら
い
の
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
」

・
営
業
部
長
会
と
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
意
見
交
換
会
を
年

２
回
営
業
部
長
会
に
合
わ
せ
て
開
催
。
今
年
度
は

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
10
月
25
日
）
と
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
０
２
５
年
７
月
）
で
の
開
催
を
予
定
。
ま
た
、

来
年
度
に
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
２
０
２
５
年
10
月
）

で
開
催
予
定
。

・
全
中
目
安
箱
を
実
施
。
出
て
き
た
意
見
要
望
へ
の

回
答
を
全
中
メ
ル
マ
ガ
を
通
じ
て
２
０
２
４
年
中

に
回
答
。

〇
全
中
・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
運
用

・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
企
画
や
内
容
の
充
実
に
つ
と

め
る
。

一般社団法人 全国図書教材協議会
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２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
11
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
11
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

宍
戸
亮
太
・
新
井
啓
美　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

全図協全図協

販売管理システムのご案内販売管理システムのご案内

「図書教材ネット」と連動して、発注
データを自動取り込み

納品書や請求書、売上明細などを一
瞬で作成

複雑な売上・入金処理も簡単に管理

▶

▶

▶

業務の業務の

効率化を効率化を

支援！支援！

＜お問い合せ先＞

一般社団法人全国図書教材協

議会・事務局（TEL 03-3267-

1041）までお願いします。

　

こ
の
１
、
２
年
で
、
自
治
体
採
択
デ

ジ
タ
ル
教
材
一
択
だ
っ
た
地
域
が
、
学

校
で
の
教
材
採
択
に
戻
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の

理
由
の
ひ
と
つ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
績
が
落
ち
た
、

と
い
う
も
の
だ
と
聞
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
本
当
な
の

で
あ
れ
ば
、
学
校
教
育
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大

変
由
々
し
き
事
態
で
す
。
因
果
関
係
を
含
め
、
早
急
に

調
査
し
、
結
果
を
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
全
国
組
織
で
先
生
・
子
ど
も
た
ち
の
本
音
・
現
状

を
忖
度
な
し
に
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
私
た
ち
の
組
織
を
お
い
て
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
教
育
の
本
質
を
見
失
い
つ
つ
あ
る
現
状
を
、
協
会

組
織
を
大
い
に
活
用
し
、
先
生
・
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

 

（
竜
）

編集
後記

＝
都
道
府
県
協
会　

会
員
だ
よ
り
＝

☆
代
表
者
・
商
号
・
住
所
変
更
の
あ
っ
た
会
員
☆

<

代
表
者
変
更>

　

埼
玉
県･

･
･

㈱
三
星
社
（
比
企
郡
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
野
澤
秀
行

　

愛
知
県･

･
･

㈲
至
誠
堂
（
東
海
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
加
古
知
宏

　

愛
知
県･

･
･

㈱
中
本
屋
（
知
多
郡
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
金
澤
悟

<

代
表
者
・
商
号
・
住
所
変
更>

　

長
野
県･

･
･

石
坂
教
育
図
書
㈱

　
　
　
　
　
　

→
長
野
マ
ル
マ
ツ
㈱
（
長
野
市
内
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
大
久
保
哲

全
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
会
議
を
開
催

　

11
月
の
全
図
協
理
事
会
等
諸
会
議
に
備
え
て
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
き
、
新
学

期
販
売
分
析
や
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

◇
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
18
日
に
笛
吹
市
「
ホ
テ
ル
春
日
居
」
で
開
催
。

各
協
会
役
員
な
ど
28
名
、
加
盟
出
版
社
１
社
よ
り

１
名
、
全
図
協
事
務
局
よ
り
１
名
が
出
席
。

　

小
・
中
学
部
会
に
分
か
れ
て
分
科
会
を
開
催
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議
。
久
々
の
一

泊
開
催
で
懇
親
を
深
め
る
。

◇
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
19
日
に
善
通
寺
市
「
旧
善
通
寺
偕
行
社
」

で
開
催
。
各
協
会
役
員
11
名
が
出
席
。

　

学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
動
向
や
全
図
協
事
業
、

出
版
社
へ
の
要
望
事
項
等
に
つ
い
て
協
議
。

◇
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
25
日
に
秋
田
市
「
秋
田
温
泉
プ
ラ
ザ
」
で

開
催
。
各
協
会
役
員
17
名
が
出
席
。

　

学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
動
向
に
つ
い
て
情
報

交
換
。
見
本
の
簡
素
化
や
市
場
環
境
に
合
わ
せ
た

取
り
組
み
な
ど
出
版
社
へ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て

協
議
。

◇
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
25
日
に
加
賀
市
「
山
代
温
泉　

葉
渡
莉
」

で
開
催
。
各
協
会
役
員
12
名
、
加
盟
出
版
社
２
社

よ
り
２
名
が
出
席
。

　

学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
活
動
や
学

校
か
ら
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
代
替
措
置
対
応
、
次
世
代
の

人
材
育
成
等
に
つ
い
て
協
議
。

◇
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
26
日
に
名
古
屋
市
「
安
保
ホ
ー
ル
」
で
開
催
。

各
協
会
役
員
な
ど
16
名
、
加
盟
出
版
社
２
社
よ
り

２
名
が
出
席
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
、
出
版
社
と

の
協
議
会
、
全
図
協
幹
事
会
な
ど
の
経
過
報
告
の

内
容
や
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
検
討
事
項
を
確
認
、

周
知
す
る
機
会
を
各
協
会
三
役
や
若
手
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
す
る
こ
と
を
確
認
。


